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ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社 
東京都港区麻布台1-3-1 麻布台ヒルズ森JPタワー 

<お問い合わせ先> 

電話番号：03-6730-1308 

受付時間：営業日の午前9時～午後5時 

  https://funds.dws.com/ja-jp/ 

＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせくだ
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限 

運用方針 
信託財産の積極的な成長を目指して
運用を行います。 

主 要 
運用対象 

わが国の取引所に上場(これに準ずる
ものを含みます。)している中型・小
型株を主要投資対象とします。 

組入制限 

株式への投資割合には制限を設けま
せん。外貨建資産への投資は、信託
財産の純資産総額の30％以内としま
す。 

分配方針 

年1回の毎決算時(原則として3月10
日。ただし、当該日が休業日の場合
は翌営業日。)に、原則として以下の
方針に基づき収益分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、繰越分を含

めた利子・配当収入と売買益(評価
益を含みます。)等の全額としま
す。 

②分配金額は委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定し
ます。ただし、分配対象額が少額
の場合は、分配を行わないことが
あります。 

③留保益の運用については特に制限
を設けず、委託会社の判断に基づ
き、元本部分と同一の運用を行い
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ドイチェ・ジャパン・ 
グロース・オープン 

（愛称：咸臨丸） 

 

第27期 運用報告書(全体版) 

決算日 2026年３月10日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■投資者のみなさまへ 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し

上げます。 

 さて、｢ドイチェ・ジャパン・グロース・

オープン（愛称：咸臨丸）｣は、2026年３月

10日に第27期の決算を行いました。ここに

期中の運用状況をご報告申し上げます。 

 今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

23期(2022年３月10日) 18,356 0 △ 9.5 95.1 1,628 

24期(2023年３月10日) 17,974 0 △ 2.1 97.3 1,547 

25期(2024年３月11日) 22,780 0 26.7 97.6 1,580 

26期(2025年３月10日) 21,095 0 △ 7.4 96.9 1,321 

27期(2026年３月10日) 37,025 0 75.5 98.7 2,003 
 
(注)当ファンドは、トップ・ダウン・アプローチ及びボトム・アップ・アプローチの組合せによるアクティブ運用を行い、信託財産の成長

を目指すため、ベンチマーク及び参考指数を設けておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2025年３月10日 21,095 － 96.9 

３月末 21,036 △ 0.3 96.1 

４月末 21,159 0.3 96.6 

５月末 23,644 12.1 97.8 

６月末 25,755 22.1 96.8 

７月末 26,805 27.1 97.3 

８月末 27,651 31.1 100.1 

９月末 29,168 38.3 97.8 

10月末 32,453 53.8 97.8 

11月末 31,467 49.2 96.7 

12月末 30,539 44.8 97.3 

2026年１月末 33,788 60.2 98.3 

２月末 40,979 94.3 98.9 

(期  末)    

2026年３月10日 37,025 75.5 98.7 
 
(注)騰落率は期首比です。 
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○当期の運用概況と今後の運用方針 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 
基準価額と純資産総額の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注)分配金再投資基準価額は、収益分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォ

ーマンスを示すものです。ただし、上記対象期間中の分配金が0円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 

(注)分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

◆基準価額 

 当ファンドの基準価額は期末において37,025円となり、前期末比75.5％上昇しました。 

 運用に関しましては、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資を行

い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資するという基本理

念を踏襲しました。 

 通期業績予想の大幅な上方修正や増配の発表などを受けて買われた非鉄金属製品メーカーや、日

経平均株価への採用が決まったことなどを受けて株価が大きく上昇した電子部品メーカー、日米間

の投資に関する共同ファクトシートで名前が挙げられたことなどが好感されたケーブルメーカー

の保有等がプラスに寄与しました。 
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◆投資環境 

 当期の日本株式市場で株価は大幅に上昇しました。トランプ政権の関税政策に大きく揺さぶられ

る局面もありましたが、米国と各国との間の関税交渉を経て貿易摩擦の激化や経済への影響に対す

る懸念が和らぐと、米連邦準備制度理事会(ＦＲＢ)による早期利下げや高市新政権の経済政策に対

する期待の高まり、衆院選での自民党の圧勝等が追い風となり株価の上昇基調が続きました。その

後、中東情勢の緊迫化を受けて大きく値を下げ期末を迎えました。 

 

◆運用状況 

 運用に関しましては、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資を行

い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資するという基本理

念を踏襲しました。 

 先端電子材料株としての評価が高まると期待された金属材料メーカーや、好調な業績を背景に株

主還元期待が高まると思われたガス会社を購入するなどしました。一方、株価が大幅に上昇したケ

ーブルメーカーや、親会社による公開買い付け価格に向けて株価が急騰したＩＴサービス会社を売

却するなどしました。 

 

 



品 名：wz_25331243_02_osk ドイチェ_ジャパングロース O_運用実績_P.docx 

日 時：2026/4/6 9:37:00 

ページ：4 

 

－  － 4

◆収益分配金 

 基準価額水準等を勘案して、分配は行わないことといたしました。なお、留保された収益金につ

きましては、当ファンドの運用の基本方針に基づき運用させていただきます。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第27期 

2025年３月11日～ 
2026年３月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 31,601  
 
(注)対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

(注)当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金(税込み)と一致しない場合があります。 

 

◆今後の運用方針 

 当ファンドでは引き続き、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資

を行い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資し、信託財産

の積極的な成長を目指して運用を行います。 

 今後の国内株式市場は堅調な展開が続くと予想しており、企業業績などの良好なファンダメンタ

ルズが素直に評価されていく見通しです。衆院選を終えて高市政権が長期安定政権となる可能性が

高まったことは、海外市場との比較で魅力度が上昇したことを意味しており、株価面でもプラスに

働くと考えます。高めのバリュエーションが維持できるかは、高市政権に対する高い支持率の持続

性や、年央に公表される｢骨太の方針｣や｢成長戦略｣にかかっていますが、このまま相場の勢いが持

続する場合にはバブル化の可能性も意識する必要があります。 

 運用にあたっては、ＡＩ関連投資の拡大が与える影響が幅広い業種へと広がっていることから、

従前には想定されなかったポジティブな業績改善が見出される企業の発掘に努めます。また、緊張

が高まっている中東情勢についてもその状況や企業業績への影響等を注視していく方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 568  1.980  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (316)  (1.100)  委託した資金の運用等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (221)  (0.770)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 32)  (0.110)  運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 25   0.086   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 25)  (0.086)   

（c） そ の 他 費 用 28   0.097   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （監査費用・印刷費用等） ( 28)  (0.097)  監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や目論見書や運用報告
書の作成に係る費用等 

 合 計 621   2.163    

期中の平均基準価額は、28,703円です。  

 
(注)期中において発生した費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算

出した結果です。 
(注)各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注)各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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(参考情報) 

○総経費率 

 当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(１口当たり)を乗じた数で除

した総経費率(年率)は2.08％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
(注)各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
(注)各比率は、年率換算した値です。 
(注)上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 443 1,514,924 507 1,742,443 
 (101) (       －)

 
(注)金額は受渡し代金。 
(注)単位未満は切捨て。 
(注)( )内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 3,257,367千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,612,766千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.01   
 
(注)(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
(注)単位未満は切捨て。 

 

○主要な売買銘柄 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

買 付 売 付 
銘 柄 株 数 金 額 平均単価 銘 柄 株 数 金 額 平均単価 

 千株 千円 円  千株 千円 円 
ＪＸ金属 64.3 73,552 1,143 フジクラ 6.3 107,968 17,137 

イビデン 11.5 64,301 5,591 イビデン 10.9 95,403 8,752 

三井金属 4 63,620 15,905 ＪＸ金属 34 63,499 1,867 

サンリオ 7.8 55,642 7,133 キオクシアホールディングス 5.1 63,038 12,360 

大阪瓦斯 8.6 47,866 5,565 ＮＴＴデータグループ 15.3 61,074 3,991 

ＩＮＰＥＸ 14.3 46,327 3,239 サンリオ 6.3 40,914 6,494 

キオクシアホールディングス 5.1 45,780 8,976 ＭＡＲＵＷＡ 0.9 39,856 44,285 

ＪＭＤＣ 12.9 43,309 3,357 日本マイクロニクス 8 38,619 4,827 

ライフドリンク カンパニー 21 41,198 1,961 ベイカレント 6.4 38,063 5,947 

楽天銀行 5.6 40,741 7,275 ライフドリンク カンパニー 21 37,948 1,807 
 
(注)金額は受渡し代金。 
(注)金額及び平均単価の単位未満は切捨て。 

 

株式 

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 

株式 
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○利害関係人との取引状況等 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関
係人とは、DEUTSCHE BANK AG、ドイツ証券です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況  (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 
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○組入資産の明細 (2026年３月10日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

鉱業（1.7％）    

ＩＮＰＥＸ － 8.2 33,546 

建設業（5.2％）    

大成建設 － 1.3 22,587 

熊谷組 3.6 13.6 22,929 

エクシオグループ － 7.4 20,483 

ダイダン 4.2 12 36,840 

食料品（1.9％）    

ヱスビー食品 － 2.7 12,069 

キユーピー － 5.6 24,729 

化学（6.7％）    

レゾナック・ホールディングス 7 3.7 39,960 

三菱瓦斯化学 5.8 － － 

東京応化工業 － 3.6 28,828 

中国塗料 6.1 5.9 22,508 

デクセリアルズ 31.9 17.7 41,302 

医薬品（0.9％）    

住友ファーマ － 9.7 18,502 

石油・石炭製品（－％）    

コスモエネルギーホールディングス 2 － － 

ゴム製品（1.2％）    

横浜ゴム － 3.7 23,354 

ガラス・土石製品（5.2％）    

日東紡績 1.8 1.2 25,404 

太平洋セメント 7.7 － － 

ＭＡＲＵＷＡ 2 1.3 77,207 

非鉄金属（21.7％）    

ＪＸ金属 － 30.3 118,776 

三井金属 － 4 123,160 

三菱マテリアル － 6.8 35,122 

住友金属鉱山 － 3.9 39,292 

ＤＯＷＡホールディングス － 3.3 33,181 

古河電気工業 4.7 1.3 35,691 

フジクラ 6.3 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＳＷＣＣ 3.4 0.9 12,906 

ＡＲＥホールディングス － 7.7 30,222 

機械（17.4％）    

日本製鋼所 － 2.1 20,464 

オークマ 4.2 － － 

三井海洋開発 4.6 5.9 77,821 

ユニオンツール － 1.7 25,194 

日立建機 － 3.4 20,206 

荏原製作所 15.2 14.6 74,503 

ダイフク 6.9 6.7 37,386 

ＴＨＫ 6.1 － － 

三井Ｅ＆Ｓ － 3 19,020 

ＩＨＩ 4.1 18.2 69,797 

電気機器（11.5％）    

イビデン － 6.3 49,347 

シンフォニアテクノロジー 2.3 1.7 18,547 

明電舎 9.1 7.4 52,614 

芝浦メカトロニクス 3.3 － － 

ダイヘン － 1.7 20,944 

メイコー 6.3 － － 

日本マイクロニクス 15.9 7.9 85,320 

輸送用機器（－％）    

タチエス 8.3 － － 

精密機器（1.5％）    

東京計器 4.6 3.6 29,412 

タムロン 3.3 － － 

その他製品（3.1％）    

タカラトミー 3.5 － － 

ＴＯＰＰＡＮホールディングス 4.7 5.2 26,291 

アシックス 5.3 － － 

イトーキ 5.1 10.3 35,844 

電気・ガス業（1.9％）    

関西電力 － 2.8 6,948 

大阪瓦斯 － 4.9 29,934 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

情報・通信業（4.6％）    

コーエーテクモホールディングス 11.9 － － 

ＳＨＩＦＴ 37.5 － － 

テクマトリックス 8.8 － － 

ベース － 3.9 13,006 

ＪＭＤＣ － 2.9 11,397 

光通信 1.3 0.6 25,800 

東宝 － 9.5 15,361 

ＮＴＴデータグループ 15.3 － － 

カプコン 7.4 － － 

コナミグループ 1.6 0.4 8,076 

ＪＢＣＣホールディングス 5 12.8 16,960 

卸売業（4.0％）    

マクニカホールディングス 11.5 － － 

ＢｕｙＳｅｌｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ － 2.5 16,775 

西華産業 7.4 21.6 54,000 

サンリオ － 1.5 8,371 

小売業（1.4％）    

Ｊ．フロント リテイリング 9.8 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

物語コーポレーション － 2.2 10,923 

良品計画 8.1 4.9 17,522 

銀行業（6.7％）    

いよぎんホールディングス 9.8 － － 

しずおかフィナンシャルグループ － 11.8 31,771 

楽天銀行 － 4 25,036 

横浜フィナンシャルグループ 15 21.3 32,301 

ふくおかフィナンシャルグループ 4.3 － － 

八十二長野銀行 － 22.3 43,919 

保険業（2.1％）    

Ｔ＆Ｄホールディングス 10.1 10.6 41,053 

不動産業（0.9％）    

野村不動産ホールディングス 5.1 16.7 18,361 

サービス業（0.4％）    

ベイカレント 8.1 1.7 7,952 

合 計 
株 数 ・ 金 額 377 414 1,976,790 

銘柄数＜比率＞ 49 59 ＜98.7％＞ 
 
(注)銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。 
(注)合計欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
(注)評価額の単位未満は切捨て。 
(注)－印は組入れなし。 
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○投資信託財産の構成 (2026年３月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 1,976,790 97.8 

コール・ローン等、その他 44,717 2.2 

投資信託財産総額 2,021,507 100.0 
 
(注)評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年３月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,021,507,650   

 コール・ローン等 40,503,885   

 株式(評価額) 1,976,790,150   

 未収配当金 4,212,950   

 未収利息 665   

(B) 負債 18,482,839   

 未払解約金 51,100   

 未払信託報酬 17,545,648   

 その他未払費用 886,091   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,003,024,811   

 元本 540,998,075   

 次期繰越損益金 1,462,026,736   

(D) 受益権総口数 540,998,075口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 37,025円 
 
<注記事項> 
期首元本額 626,481,774円
期中追加設定元本額 6,235,899円
期中一部解約元本額 91,719,598円

○損益の状況 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 28,055,272   

 受取配当金 27,899,356   

 受取利息 155,898   

 その他収益金 18   

(B) 有価証券売買損益 859,641,076   

 売買益 998,327,322   

 売買損 △  138,686,246   

(C) 信託報酬等 △   33,700,719   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 853,995,629   

(E) 前期繰越損益金 311,240,193   

(F) 追加信託差損益金 296,790,914   

 (配当等相当額) (    544,393,595)  

 (売買損益相当額) (△  247,602,681)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,462,026,736   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,462,026,736   

 追加信託差損益金 296,790,914   

 (配当等相当額) (    544,393,595)  

 (売買損益相当額) (△  247,602,681)  

 分配準備積立金 1,165,235,822   
 
(注)(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
(注)(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
(注)(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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○分配金の計算過程 

(2025年３月11日～2026年３月10日) 

項 目 当 期 

ａ．配当等収益（費用控除後） 26,990,329円 

ｂ．有価証券売買等損益 
（費用控除後、繰越欠損金補填後） 

725,975,779 

ｃ．信託約款に定める収益調整金 544,393,595 

ｄ．信託約款に定める分配準備積立金 412,269,714 

ｅ．分配対象収益（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1,709,629,417 

ｆ．分配対象収益（１万口当たり） 31,601 

ｇ．分配金 0 

ｈ．分配金（１万口当たり） 0 

 

<お知らせ> 

・2025年４月１日に「投資信託及び投資法人に関する法律」第14条の改正に伴い、投資信託約款に所要の変更

を行いました。 

・2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書については書面

交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の利便性向上を

図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋がるものと捉え

ております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供を進めてまいります。 
 

 


